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１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
本
荘
市
土
谷
字
新
助
沢

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
六
月
―
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
本
荘
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
長
谷
川
潤

一
・
土
田
房
貴

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
、
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
谷
地
遺
跡
は
、
本
荘
市
北
東
部
、
丘
陵
突
端
の
沢
に
形
成
さ
れ
た
扇
状
地

様
の
高
台
に
立
地
す
る
。
国
場
整
備
事
業
に
伴
い
、
六
四
五
ポ
を
調
査
し
た
。

古
代

・
中
世
の
掘
立
柱
建
物
、

柱
列
、
井
戸
、
河
川
な
ど
を
検

出
し
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
須

恵
器
系
中
世
陶
器
、
中
国
産
青

磁

。
白
磁
、
羽
日
、
鉄
津
な
ど

の
ほ
か
、
古
代

・
中
世
の
木
製

品
が
多
量
に
出
土
し
た
。
出
土

遺
物
の
年
代
は
、
古
代
で
は
九

世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
ま
で
、
中

世
で
は

一
二
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世
紀
に
わ
た
る
。

木
簡
は
二
つ
の
遺
構
か
ら
三
点
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
共
伴
遺
物
な
ど
か
ら

中
世
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
七
七
は
、
上
面
を
削
平
し
た
後
に
検
出
し
て
お
り
、
全
体
の
規
模

な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
径
約

一
・
六
ｍ
深
さ
○

・
五
人
ｍ
を
確
認
し
、
湧
水

の
著
し
い
地
点
を
浅
く
掘
り
込
み
、
曲
物
を
井
筒
と
し
て
い
る
。
木
簡
①
は
そ

の
曲
物
内
か
ら
出
土
し
た
。

土
坑
Ｓ
Ｋ
二
五
は
、
長
軸

一
・
五
二
ｍ
短
軸

一
・
三
四
ｍ
、
底
面
は
未
検
出

で
あ
る
が
、
深
さ
は

一
。
六
ｍ
以
上
、
井
戸
状
を
呈
す
る
。
木
簡
は
二
点
出
土

し
た
が
、
う
ち

一
点
は
小
さ
な
板
状
材
の
破
片
に
わ
ず
か
に
墨
痕
が
う
か
が
え

る
の
み
で
あ
る
。
木
簡
②
は
須
恵
器
系
中
世
陶
器
や
曲
物
、
挽
物
蓋
、
多
量
の

箸
状
木
製
品
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

井
戸
跡
Ｓ
Ｅ
七
七
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い
は
横
長
で
、
四
隅
に
釘
穴
ら
し
き
孔
が
あ
き
、
数
行
に
わ
た
つ
て
墨
書
が

あ
り
、
仮
名
ら
し
き
字
が
確
認
さ
れ
る
。
②
は
上
下
両
端
が
斜
め
に
面
取
り
さ

れ
、
表
面
に
斜
方
向
の
刃
物
傷
が
付
く
。
本
来
は
横
方
向
の
よ
り
大
き
な
板
材

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
両
側
面
と
も
き
れ
い
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
表
面

に
は
二
行
と
推
定
さ
れ
る
墨
書
、
裏
面
に
は
図
様
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

本
荘
市
教
育
委
員
会

『上
谷
地
遺
跡
　
新
谷
地
遺
跡
』
０
一〇
Ｑ
二
年
）
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潤
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